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カドミウムは鉱物中や土壌中などに天然に存在する重金属です。

自然環境中のカドミウムが農畜水産物に蓄積し、それらを食品として摂取することで、

一部が体内に吸収されます。濃度の高い食品を長年摂取すると、腎機能障害を引き起

こす可能性があり、日本では食品衛生法に基づく規格基準においてカドミウムの基準

値が設定されています。日本人の食品摂取実態等に基づいた審議・答申の結果、

現行の基準値「1.0ppm未満」から「0.4ppm以下」（玄米・精米） へと

改正され、平成23年２月28日から適用されます。
*ppmとは割合の単位。100万分の１。

≪例：1ppm とは= 浴槽いっぱい（1,000kg）の水の中に

ひとつまみ（１g）の物質が溶けている状態です ≫
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